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は　じ　め　に

　令和 6 年の交通事故死者数は 2,663 人であり、昭和 45 年に 16,756 人が交通事故で死亡し「交通戦

争」と呼ばれた時期と比較すると、約６分の１にまで減少しているものの、依然として毎日のように新た

に被害者となる方がいる状況です。

このような中、国及び地方公共団体等においては、第 11 次交通安全基本計画（令和３年３月決定）

に基づき、究極的には交通事故のない社会を目指し、高齢者や子供等の交通弱者、歩行者や自転車

等の交通手段、先端技術の活用等の視点を踏まえた安全対策を強力に推進しているところです。

　交通安全環境研究所においては、自動車の安全対策に関し、このような視点を踏まえつつ、事故の

発生を未然に防ぐ「予防安全」から事故後の被害を軽減する「衝突安全」まで、幅広い研究活動を行っ

てまいりました。また、世界各国における交通事故が削減されるよう、研究成果を活用し、国連の自

動車基準の策定を支援してまいりました。

　これらの当研究所の取組みについて、多くの皆様にご理解いただくため、令和７年度は「多様な交通

形態に対応した安全対策」をテーマに講演会を開催いたします。日本発の技術であるペダル踏み間違

い時加速抑制装置や自動運転に関する国際基準の策定に向けた研究、衝突基準検討に必要な膨大な

試験の効率化に寄与する衝突シミュレーション開発、運転者の視認性向上に向けた研究について、ご

紹介させていただきます。

　また、外部の有識者による招待講演として、株式会社テクノメディア代表取締役、国際自動車ジャー

ナリストの清水　和夫様から「AI 時代に自動車はどこまで安全になれるか？」について、国土交通省物流・

自動車局　車両基準・国際課　猶野 喬　安全基準室長から「最近の自動車安全基準の動向について」、

それぞれご講演いただきます。

　交通事故のない社会を目指し、交通安全環境研究所の活動を発展させていく所存であり、皆様から

忌憚のないご意見を賜れれば幸いです。

　今後とも、皆様の交通安全環境研究所へのご理解、ご支援を賜りますようお願い申し上げます。

令和 7 年 6 月

独立行政法人自動車技術総合機構

交通安全環境研究所長 松田 敦



令和7年度 交通安全環境研究所 講演会

多様な交通形態に対応した安全対策

※講演内容・講演者は変更になる場合がございます。予めご了承ください。

プログラム

お願い

13:30 事務局連絡

13:35 開会の挨拶
交通安全環境研究所長　松田 敦

13:40 多様な交通形態に対応した安全対策
自動運転研究統括監 自動車安全研究部長　河合 英直

13:50 招待講演1
ＡＩ時代に自動車はどこまで安全になれるか？
株式会社テクノメディア 代表取締役　国際自動車ジャーナリスト　清水 和夫 氏

14:30 講演1
ペダル踏み間違い時加速抑制装置に関する国連規則の策定のための課題の検討と議論への貢献
自動車安全研究部　真鍋 裕輝

14:55 講演2
自動運転マーカーランプの基準策定に向けた基礎調査
自動車安全研究部　阿部 晃大

15:20 休憩

15:50 招待講演2
最近の自動車安全基準の動向について
国土交通省物流・自動車局 車両基準・国際課 安全基準室長　猶野 喬 氏

16:30 講演3
マルチボディにより衝突挙動を予測可能なダミーモデルの開発
自動車安全研究部　薄井 雅俊

16:55 講演4
Aピラー死角が交差点右左折時におけるドライバの歩行者視認性に及ぼす影響
自動車安全研究部　松井 靖浩

17:20 閉会の挨拶
理事　坂本 一朗

●ビデオ・写真・レコーダー等により撮影および録音はご遠慮ください。　●ゴミはお持ち帰りください。

●講演中の携帯電話・パソコンの使用はご遠慮ください。 ●アンケートへのご協力をお願いいたします。

●全館禁煙となっております。
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○本冊子は、グリーン購入法（国等による環境物品等の調達等の推進等に関する法律）に基づく基本方針の判断の基準を

満たす紙を使用しています。

○リサイクル適正の表示：紙へリサイクル可

本冊子はグリーン購入法に基づく基本方針における「印刷」に係る判断の基準に従い、印刷用の紙へのリサイクルに適した

材料「A ランク」のみを用いて作製しています。

受託・施設利用等について

■受託・共同研究について

皆様のご要望に応じて、当所の研究業務に関連した受託研究、試験及び共同研究を行っています。

詳細については、企画部技術コーディネーター（kikaku@ntsel.go.jp）へお問い合わせください。

● 実績（受託元）

関係省庁（国土交通省、環境省　等）、関係団体、民間企業　等

年間 50 件以上

■施設利用等について

ご希望の方には施設を有償でお貸ししています。希望される方は総務課（交通安全環境研究所）

（soumu@ntsel.go.jp）までご連絡ください。なお、貸与は、研究所の業務に支障のない範囲で一定の基準の下となりま

すので、予めご了承ください。
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